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さ 3猟 ′悟 ′、5乞 )、 弦λ の_L″ク女 け箱 で
｀
イ142上 考ク■申村夢ししん。頻|え期 間 |さ 瞼斜 昇 与イタヽ
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し,10月 下旬 ″` う12月 中旬 まτ l～ 数 曰お士にメ|た しF.
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にふ期間薇ウのみらスる北オでざ,頼雪期前後の凍上融解 |ま 降南以上 |■ 大きな晨食撃
日と考ぇ)れ る。しかし、地薇3区 で`は凛上祓解イそ合の占め,曽|夕 1せ 23～ 37%と ホ
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対し3～ 4し ご晟仏,とえグ

輛く、まLそ の交イιZJ、 ご夕`っれ。そのため、凛工静解 は嘲静セ屋び 10月 下旬ウ` ら、地
薇 2`で 1よ |1月 中旬りヽシ認 めシ人だ。植ネたのガユェ臓婚ィ乳イた紡正機冶ヒは、o ttttイ色下
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は①の効果
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